Memories of studying life in Mayo Clinic by 樋渡, 龍 & Hiwatari, Ryo
はじめに
　私は2012年 3月から 1年間の予定でアメリカ
Minnesota州にありますMayo Clinic, Biomechanics 
Laboratoryに留学しております。大学院では高橋
和久教授，國吉一樹助教の御指導のもと手の外科
を専門に臨床と研究を行い，卒業と同時に留学い
たしました。現在は手指屈筋腱縫合，腱移植につ
いて基礎研究を行っております。
Minnesota州RochesterとMayo Clinic
　Minnesota州と言われてもあまりピンと来ない方
が多いと思いますし，Mayo ClinicのあるRochester
についてはなおさらかと思います。Minnesota州
はアメリカ中西部に位置し，北はカナダと接し，
東は五大湖最大の湖Superior湖と接しています。
Mississippi川の源流があることでも知られ，アメ
リカ 4大スポーツの全てにミネソタ州のチームが
あります（MLB; Twins, NBA; Timberwolves, NFL; 
Vikings, NHL; Wild）。まだ体験していませんが冬
は－20℃以下になるということで，今から冬が心
配です。
　Rochesterは人口約10万人の都市で，その 4割
が教育と医療関係者です。中心部にMayo Clinic
とその関連施設があり，Minnesota州第 3の都市
ではありますが，市の中心部から車で10分走ると
トウモロコシ畑と自然に囲まれてしまう田舎町で
す。夜になると街はひっそりとしてしまいます
が，関連施設であるSt. Mary Hospitalは昼夜を
問わず救急ヘリが往来しているので，街にヘリコ
プターのプロペラの音が響くことがしばしばで
す。国内外から様々な国籍・人種・文化を持つ人
が患者，医療従事者などとしてMayo Clinicを訪
れています。そのため私たち日本人だけでなく誰
でもが住みやすく，成熟した社会という印象を受
けます。
　Mayo Clinicは1846年にイギリスから渡米した
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写真 1　 Mayo Clinic正面の広場から。階段に座る二人の像はWilliam James 
Mayo, Charles Horace Mayoの兄弟。
22 樋　渡　　　龍
ギー，アルゼンチン，ギリシア，アジアでは中国，
台湾，インドなど国際色豊かな構成となっていま
す。日本人の fellowは私を含めて 7人います。千
葉大整形外科教室からもかつて高橋和久教授，山
縣正庸先生が当研究室に留学されております。研
究室の廊下に展示されている歴代の fellowの写真
から先生方の若かりし頃を知ることができます。
　当研究室が関わる研究は多岐に渡っており，す
べてを説明することは難しいです。ほんの数例で
すが，イヌ，ウサギ，ラットなどを用いた手指屈
筋腱，手根管症候群に関する研究，四肢の人工関
節の研究，本学でも環境生命医学講座のClinical 
Anatomy Laboratory （CAL）が稼働し始めまし
たがヒト新鮮凍結屍体を用いた研究などがありま
す。Biomechanics Labという名前ではあります
が，生体力学だけでなく，組織学的，遺伝子学的
な側面からも研究をしています。これらの分野で
毎年多くの論文を発表している世界的な研究室の
一つです。
アメリカでの生活から考えること
　私はこの度アメリカに留学することで，日本以
外の国から日本を見る，知る機会を得て，日本人
William Worrall Mayoとその 2人の息子，William 
James Mayo, Charles Horace Mayoらにより，1883
年 8月にRochesterを襲った tornadoによる負
傷者の治療をきっかけに設立されました。現在
はRochesterだけでなく，Florida州 Jacksonville, 
Arizona州Phoenixなどにも施設があり，Mayo 
Clinic Health Systemとして70以上の病院，クリ
ニックを持ち，総従業員数は 5万人を超えており
ます。また2011年のU.S. News & World Reportの
全米病院ランキングで総合 3位に選ばれておりま
す。
Biomechanics Laboratoryについて
　Biomechanics Laboratoryはその名の通り生体
工学に関する研究を行っており，Kai-Nan An教
授，整形外科医として臨床も行っているPeter C. 
Amadio教授が主宰しております。おもに関わる
科は整形外科ですが，整形外科だけではなく様々
な分野の医療関係者が，国内外から多く訪れま
す。現在，常勤スタッフは12人，research fellow
は18人，その他にも大学院生，臨床科の医師など
が研究に勤しんでいます。research fellowはアメ
リカ国内からはもちろんのこと，オランダ，ベル
写真 2　研究室の集合写真（Biomechanics LabとMotion Analysis Lab）
　最前列中央がAmadio教授，その右隣がAn教授。前から 2列目，左から 4
番目が私です。
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人としては当たり前と感じることを当たり前とし
て考え，行動し続けたいです。また外から日本を
見る良い機会を生かして，日本の悪い面も理解し
た上で，アメリカの真似をするだけでなく日本の
良い面をしっかりととらえ，日本に，そして千葉
に貢献できればと思います。
最 後 に
　今回の留学に際しまして，本留学を推薦してい
ただきました高橋和久教授，千葉労災病院　山縣
正庸先生には大変ご尽力いただき，誠にありがと
うございました。また留学を受け入れ，後押しし
てくれました整形外科教室の先生方，手の外科グ
ループの先生方，大学病院のスタッフの皆様あり
がとうございました。自分にできることは，この
留学で得られたものを千葉大整形外科に還元する
ことだと思います。残り少ない期間ではあります
が，さらに自らを研鑽したいと思います。
としてのアイデンティティーを再認識しました。
外国人は，日本は素晴らしい国であり，ぜひ日本
に行ってみたい，日本の文化に触れてみたいと話
しています。そして日本人に対し「勤勉で礼儀正
しい」，「整理整頓ができる」という認識を持って
います。このような日本や日本人に対する外国人
からの評価は，先輩の日本人が作り上げたもので
あり，また私たち日本人が当たり前として行って
いる行為です。このような文化や伝統を引き継ぐ
ことも私たちができることの一つではないかと感
じました。
　2011年に発生した東北大震災以降，日本では節
電，節約が叫ばれ，実践されておりました。しか
しながらアメリカ社会はその逆に「節約」，「もっ
たいない」という考えが少ないように感じます。
多くの物が安価で購入でき，大量消費，大量廃棄
を目にすることが多いです。今後この考えは少し
ずつ改まっていくと思いますが，アメリカの経
済，資源が豊かなうちはなかなか気付かれにく
く，改善されにくいと思います。このような日本
